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さっぽろ生き物さがしプロジェクト

～ 身近な生き物を見つけよう ～

さっぽろ生き物さがしさっぽろ生き物さがしさっぽろ生き物さがし 201720172017

　★ さっぽろ生き物さがし2017について

　★ 調査結果の概要について

　札幌市では、2017年の夏から秋にかけて、札幌の自然環境の状況を把握するために、指標となる生

き物を市民みんなで調べる一斉調査を行いました（2015年から継続実施）。参加者の皆さんには、7月15

日から10月9日までの87日間、市内で観察しやすい5つのグループの動植物について報告してもらいました。

　今年の調査に参加したのは、66チーム、計331名で、こ
のうち48チーム（73%）が小学生参加のチームでした。

　今回対象とした5つのグループの動植物の報告データは

1,374件で、520点の写真も合わせて送っていただきました。
　調査した地区数は171地区（1キロ四方の単位）。今年も市
街地周辺の半分近くの地区を調べることができました。

　もっとも報告が多かったのはトンボのなかまで、次

いでマルハナバチ・バッタが多く報告されました。

　報告の時期は、マルハナバチは７月に多かったです

が、トンボやバッタは９月上旬まではコンスタントに

報告がありました。

今回の調査の概要

調査時期別の報告データ数

○調査期間　2017年 7月15日～10月 9日（87日間）
○対象範囲　札幌市内　（1キロメッシュ数 1,192）
○参加者数　66チーム、331名      小学生参加 48チーム（73%）
　　　　　　　※一般 148 名、中学生 4 名、小学生103 名、幼児 76 名 

○調査報告数　総データ数 1,464 件（対象種 1,374 件）
○調査地区数（1キロ四方単位）　171地区（市内の14%）

報告データのあった地区
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●今回の調査対象の生き物たち
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ルリボシヤンマ

　★ グループごとの結果紹介

トンボのなかま

※地区数が多い順に、報告された種を並べました。
※種名の後の数字は、地区数、報告数（写真のある報告数）。

　トンボのなかまでもっとも確認地区数が多かったのはアキアカ

ネで、平野部から山地まで広く分布していました。同じアカトンボ

のなかまであるナツアカネとミヤマアカネは、本来平地から丘陵

地にかけて生息しますが、今回の調査結果では、ナツアカネは

2016年と同様に平野部に偏って確認されました。

　ヤンマのなかまでは、オニヤンマがもっとも多く、特に山地に分

布していました。ルリボシヤンマのなかまは、より平地に近いとこ

ろで見られました。

　去年と比べると、ノシメトンボとオニヤンマの報告が6割程度と

少なくなっており、今回見られにくくなっていたのかもしれません。

バッタのなかま

　種　名 地区数 データ数
・アキアカネ 85地区 224 (50)
・ノシメトンボ 47地区 66 (19)
・ナツアカネ 21地区 35 (   7)
・オニヤンマ 21地区 27 (   9)
・シオカラトンボ 18地区 33 (18)
・オオルリボシヤンマ 17地区 28 (   9)
・ルリボシヤンマ 11地区 13 (   8)
・ミヤマアカネ 9地区 17 (   8)

　バッタの仲間で報告が多かったのは、鳴き声がきれいなカ

ンタンでした。平野部から山地まで広く確認されており、生

息環境の広さを反映した結果と言えるかもしれません。

　フキバッタ3種では、ミカドフキバッタが最も確認されま

した。ハネナガフキバッタは川沿いの草むらでの確認が多か

ったようですが、サッポロフキバッタとミカドフキバッタは

ともに山地での確認が多く、生息環境と対応しています。

　大型のトノサマバッタは西部や山地の奥では確認されてい

ません。生息する荒れ地や草丈の低い草むらが少ないのかも

しれません。

カンタン

滝野滝野滝野

サルナシ

マムシグサ

認定こども園英伸幼稚学院（北区）

ガマ

あまちゃん（白石区）

旭山記念公園市民活動協議会（中央区）

分布マップ 2017

マルカメハッチ（北区）チーム白土家（北区）

マガモ エゾオオマルハナバチ

トノサマバッタ

サッポロフキバッタ

なおすず（南区）なおすず（南区）

カンタンカンタン

鮭（厚別区）鮭（厚別区）

ケラケラ

　種　名　    　 地区数  データ数
・カンタン 35地区 70 (11)
・ミカドフキバッタ 21地区 30 (16)
・ハネナガフキバッタ 18地区 21 (10)
・トノサマバッタ 16地区 23 (   8)
・サッポロフキバッタ 8地区 9 (   3)
・ハネナガキリギリス 8地区 9 (   2)
・ケラ 1地区 2 (   1)

　種　名　    　 地区数  データ数
・カンタン 35地区 70 (11)
・ミカドフキバッタ 21地区 30 (16)
・ハネナガフキバッタ 18地区 21 (10)
・トノサマバッタ 16地区 23 (   8)
・サッポロフキバッタ 8地区 9 (   3)
・ハネナガキリギリス 8地区 9 (   2)
・ケラ 1地区 2 (   1)

SIRO（南区）SIRO（南区）

ミカドフキバッタミカドフキバッタ

藻岩山きのこ観察会（中央区）藻岩山きのこ観察会（中央区）

サッポロフキバッタサッポロフキバッタ

ヒロムシ（南区）ヒロムシ（南区）

ハネナガフキバッタハネナガフキバッタ

オニヤンマ

ルリボシヤンマ類

アキアカネ

ナツアカネ

ミヤマアカネ

分布マップ 2017

onodera（東区）onodera（東区）

SIRO（南区）SIRO（南区）

ミヤマアカネミヤマアカネ
Baikada（南区）Baikada（南区）
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オオルリボシヤンマオオルリボシヤンマ

オニヤンマオニヤンマ

ヒロムシ（南区）ヒロムシ（南区）
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ルリボシヤンマルリボシヤンマ

マルハナバチのなかま

草や木の実

 カモのなかま

※分布図のメッシュマーク（□）はそのグループの報告があった箇所を示す。

　カモのなかま3種の確認状況をマップにまとめました。基本

的に川や池の周りで確認されており、もっとも多く報告があっ

たマガモは平野部全体で確認されています。カルガモとオシド

リはそれより少なく、オシドリは中央部を中心に確認されてい

ます。

　マルハナバチの情報は2015年の130地区、2016年の87地

区に引き続き、今回94地区のデータが得られました。分布の

傾向に変化はありませんでしたが、分布情報が蓄積されるこ

とで、外来種の動向も分かってきそうです。2016年に発生が

少なかった赤色タイプは、今回は回復してきていました。

　総報告数は118件とやや少なめでしたが、対象の植物が少し出かけな

いと見られないものであるためかもしれません。報告は、比較的に目に

付きやいガマやヤマブドウで多くありました。

　ガマは水辺の植物で、市街化によって減少してきましたが、公園や河

川の親水整備が行われてきて目にする機会が増えました。タネが鳥に運

ばれるため、市内のいろいろなところから報告がありました。食べられる

実としてよく知られるヤマブドウも幅広い地区で報告がありました。

　マムシグサ（コウライテンナンショウ）は、自然林でよく見られる植物

で、山地のへりで多く報告がありましたが、市街地の公園でも報告があ

りました。

・マガモ 32地区 64 (24)
・カルガモ 13地区 20 (   3)
・オシドリ 6地区 7 (   2)
・コガモ 4地区 4 (   3)

・マガモ 32地区 64 (24)
・カルガモ 13地区 20 (   3)
・オシドリ 6地区 7 (   2)
・コガモ 4地区 4 (   3)

・外来タイプ 59地区 185 (26)
・三色タイプ 33地区 69 (16)
・黄色タイプ 32地区 48 (11)
・灰色タイプ 30地区 44 (   4)
・赤色タイプ 20地区 42 (   2)

・外来タイプ 59地区 185 (26)
・三色タイプ 33地区 69 (16)
・黄色タイプ 32地区 48 (11)
・灰色タイプ 30地区 44 (   4)
・赤色タイプ 20地区 42 (   2)

・ガマ 25地区 31(13)
・ヤマブドウ 25地区 28(  9)
・マムシグサ 16地区 19(  7)
・サルナシ 15地区 15(  5)
・ミヤママタタビ 3地区 3(  0)
・マタタビ 1地区 1(  0)
・トチバニンジン 5地区 5(  1)
・ツルリンドウ 2地区 2(  0)

・ガマ 25地区 31(13)
・ヤマブドウ 25地区 28(  9)
・マムシグサ 16地区 19(  7)
・サルナシ 15地区 15(  5)
・ミヤママタタビ 3地区 3(  0)
・マタタビ 1地区 1(  0)
・トチバニンジン 5地区 5(  1)
・ツルリンドウ 2地区 2(  0)

外来タイプ

赤色タイプ

ガマ マムシグサ

分布マップ 2017サルナシサルナシ

マムシグサマムシグサ

認定こども園英伸幼稚学院（北区）認定こども園英伸幼稚学院（北区）
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あまちゃん（白石区）あまちゃん（白石区）

旭山記念公園市民活動協議会（中央区）旭山記念公園市民活動協議会（中央区）
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分布マップ 2017 分布マップ 2017
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フェイスブック  https://www.facebook.com/sapporo.ikimono/電子メール sapporo-ikimono@cho.co.jp

○主催　札幌市環境局環境管理担当課

〒060-8611 札幌市中央区北1条西2丁目 札幌市役所本庁舎12階

電話 011 (211) 2879　ファクス 011 (218) 5108
〒004-0051 札幌市厚別区厚別中央１条７丁目1-45山岸ビル

電話 011 (892) 5306　ファクス 011 (892) 5318

○さっぽろ生き物さがし2017事務局 （さっぽろ自然調査館内）

（担当：渡辺･丹羽）

　★ 参加チームのランキング発表！

　★ 写真コンテストを行いました！

　今回参加いただいたチームの報告数ランキングを発表し

ます。上位チームには、限定グッズをお送りします。たくさん

の報告、写真（イラストも！）ありがとうございました。

　★ おわりに

 「さっぽろ生き物さがし2017」は、昨年と同様の形で、対象とする生き物を少し変えて実施しました。カモやバッタ、草の実に

ついては分布情報が得られ、継続したトンボやマルハナバチについてもデータを積み重ねることができました。調査に参加して

いただいた方々に感謝いたします。今後も札幌市では、市民の皆さんにご協力いただきながら生き物調査を行っていく予定です。

　この調査をきっかけに、市内の生き物たちの分布の変化、くらしの変化に注目していただけたら幸いです。

　参加者の皆さんには調査報告とともに、今年もきれいな写真や生き物の姿を分かりやすくと

らえた写真など、たくさんの写真をお送りいただきました。

全520点の中から事務局

選考により選ばれた10点

の写真について、パネル

展とウェブサイトで人気投

票を行いベスト3を決めま

した!!（総投票数：403票）

ウェブサイト  http://www.city.sapporo.jp/kankyo/biodiversity/chosa/29chosa.html 発行：2018 年 3月

報告数ランキング

 　　　　    　　　　報告　　報告　   参加
  　　　　　　　　データ数   写真数     人数
1 山の男 山親爺 266 1 1
2 SIRO 144 137 4
3 あまちゃん 105 22 1
4 れつれっぷ調査隊 77 6 29
5 なおすず 56 8 2
6 石田 40  4
7 ザ・ビートルズ 33  4
8 チーム白土家 25 6 3
8 生き物さがし隊～新琴似 25 18 4
8 旭山記念公園市民活動協議会 25 8 11

チーム名  　　　　    　　　　報告　　報告　   参加
  　　　　　　　　データ数    写真数     人数
11　ニジイロクワガタ 21 3 3
11　カープ 21 14 3
13　Baikada 20 19 2
14　チームサカイ 19 18 5
15　バウムクーヘン 13 9 3
16　チームあんどう 12 9 3
16　イソシギ 12 7 1
16　チーム武井 12 12 4
19　onodera 11 10 3
19　ノナック 11  1

チーム名

ヤマブドウ
（旭山記念公園市民活動協議会）

ナツアカネ（がんばる隊） シオカラトンボ（イソシギ） オオルリボシヤンマ（チーム武井）

ミカドフキバッタ（チームYJ） オシドリ（チーム白土家）

１位 :トノサマバッタ（ヒロムシ） 3位 :エゾオオマルハナバチ（すみなみAチーム）2位 :マガモ親子（SIRO）

ハネナガフキバッタ（3人探検隊）

さっぽろ生き物さがしさっぽろ生き物さがし 20172017
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さっぽろ市
02-J02-17-2597
29-2-1556

また参加してほしいッコー！

札幌市の生物多様性
ＰＲキャラクター
「カッコー先生」


